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・ストレステスト ・ お 口のチェック ・福祉・年金相談 

・体のチェック ・おやつの試食 ほか ・福祉事業の 紹介 ほか 
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町 ではひとづくり 推進・国際交流事業の 一環として平 

成 6 年度 ガら 『中学生万一ストラリアホームステイコを 

スワートさせ、 今年で 4 回目を迎えました。 

今年は 8 月 4 日ガ 5 二週間、 町内の中学生「 0 人 ガ 参加 

して実施されました。 前回までは複数の 生徒 ガ 同じ家で 

のホームステイで、 英語の授業も 日本人だけのワラスで 

した。 しガし 今年 ガ 5 一人ひとり ガ 別ワ の ホームステイ 

となり、 万一ストラリアの 学校での実際の 授業も体験し 

ました。 

そこで生徒たち ガ 得たものは     

研修団団長の 手記と、 参加した「 0 人に感想文を 寄せて 

いただきましたので 紹介します。 
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授
業
が
終
わ
り
・
、
ボ
ス
ト
ス
 ヂ
ユ
 ー
 デ
 

 
 

8
 月
 8
 日
（
金
）
 

 
 

 
 

で
 過
ご
す
。
リ
デ
ィ
ー
シ
ア
先
生
は
 、
 

和
や
か
な
み
 囲
 気
を
作
り
、
 
前
 Ⅱ
の
 ホ
｜
 

ム
 ス
デ
イ
生
活
に
つ
い
 

三
 
Ⅱ
 
ず
 ・
 
っ
 人
ガ
 

表
さ
せ
、
そ
の
話
題
を
教
材
に
し
て
 
一
 

人
 ひ
と
り
Ⅰ
寧
に
指
 M
.
 
寸
 
き
れ
で
い
た
。
 

8
 月
 9
 日
（
土
）
・
 
穏
日
 
（
日
）
 

千
枝
 は
 Ⅰ
 旺
 
・
Ⅱ
 曜
ヒ
 休
日
な
の
で
 

生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
 

と
 二
日
間
過
ご
す
。
 
ゴ
ス
 フ
ォ
ー
ド
 市
 

内
の
公
園
や
倒
 場
 、
ス
ボ
ー
 ツ
 グ
ラ
フ
 

に
 行
く
な
ど
し
て
自
分
の
身
に
つ
け
て
 

い
る
英
語
を
頼
り
に
し
な
が
ら
休
日
を
 

法
一
ろ
 
。
 

8
 月
Ⅱ
 日
 
（
月
）
 

 
 

と
 シ
ド
ニ
ー
市
内
㈹
 
日
 六
十
で
あ
る
。
朝
、
 

コ
 八
％
オ
ー
ド
駅
に
集
合
し
、
汽
車
で
 

 
 

ハ
ウ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
℡
 了
 し
 ハ
｜
 

ハ
ー
ラ
ン
ド
で
昼
食
と
円
 い
 物
す
る
。
 

8
 月
竹
口
（
火
）
 

ヵ
 ス
ト
ス
 ナ
ユ
 ー
デ
ン
ト
 と
 登
校
し
 

三
回
日
の
英
語
の
授
業
 丘
 ，
生
け
、
Ⅱ
 時
 

%
 分
か
ら
は
ポ
ス
ト
ス
 ヂ
ニ
 ー
デ
シ
 ト
 

の
 ク
ラ
ス
で
授
業
 オ
 三
叉
け
る
。
 

8
 月
竹
口
（
水
）
 

こ
の
日
 は
ゴ
 ス
フ
ォ
ー
ド
の
市
長
か
 

モ
 ー
 -
 
一
 ン
グ
デ
ィ
ー
の
招
待
を
受
け
 

た
 。
市
議
会
㈹
 乱
場
に
 案
内
さ
れ
、
 
市
 

・
長
さ
ん
の
歓
迎
の
あ
 
い
 @
T
J
 

Ⅰ
を
受
け
た
 

 
 

や
か
な
一
時
を
過
ご
し
た
。
 学
 校
に
帰
 

 
 

ク
ラ
ス
で
授
業
を
受
け
る
。
 

8
 月
Ⅱ
 日
 
（
木
）
 

い
つ
も
の
英
語
の
 授
業
と
ホ
ス
ト
ス
 

-
 

 
 

っ
た
 。
リ
 ラ
ノ
 
・
 ｜
 シ
ア
先
生
㈹
授
業
は
 

コ
 ス
フ
ォ
ー
ド
市
長
に
招
か
れ
た
 モ
｜
 

ニ
ン
グ
デ
ィ
ー
の
時
に
生
徒
が
市
長
さ
 

ん
か
ら
が
た
だ
 い
 た
名
刺
を
教
材
に
し
 

た
 り
 ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
り
㈹
 架
 し
 

い
 授
業
だ
っ
た
。
 

8
 月
仏
日
（
金
）
 

リ
ザ
ロ
 ハ
イ
ス
ク
ー
ル
最
後
の
一
口
 

な
の
で
、
英
語
の
授
業
の
後
、
お
別
れ
 

の
 バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
バ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
っ
 

た
 。
関
係
の
先
生
方
も
参
加
さ
れ
 架
 し
 

い
お
別
れ
バ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。
 

8
 月
竹
口
（
土
）
 

最
後
の
休
日
、
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
 
デ
 

イ
が
岡
 垣
の
中
学
生
に
と
っ
で
も
 ポ
ス
 

ト
フ
 ア
ミ
リ
ー
に
と
っ
て
も
有
意
義
 で
 

楽
し
い
思
い
出
と
な
ろ
よ
う
に
と
、
 
フ
 

@
,
 
ミ
リ
ー
の
 万
 々
が
一
日
㈹
過
ご
し
 万
 

を
計
両
 さ
れ
た
よ
 う
 で
あ
る
。
 

8
 月
ワ
日
（
日
）
 

午
後
、
 リ
ザ
ロ
 ハ
イ
ス
、
ク
ー
ル
に
集
合
し
、
 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
名
残
 

を
 惜
し
み
な
が
ら
の
見
送
り
を
受
け
、
 シ
 

ド
ニ
ー
の
ホ
テ
ル
に
向
か
っ
た
。
 

8
 月
仏
日
（
月
）
 

早
朝
シ
ド
ニ
ー
を
後
に
す
る
。
 托
時
 

Ⅵ
 分
 サ
ン
リ
ー
ア
イ
に
て
帰
着
 式
 。
 体
 

は
 疲
れ
て
い
る
が
心
は
よ
い
出
会
い
と
 

円
山
い
出
に
満
た
さ
れ
 三
 

わ
が
家
へ
。
 

  

O
 



問
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
 

） 

 
 

フ
リ
ア
に
い
る
も
う
一
人
㈲
る
ん
だ
と
 思
 

ラ
リ
ア
の
手
 
技
 に
は
部
活
動
が
あ
り
ま
私
だ
 、
 顔
も
 国
も
生
活
も
違
 
う
 け
ど
 何
 

せ
ん
。
そ
の
上
手
技
 
が
 早
く
終
わ
ろ
の
か
共
通
す
 
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
今
、
感
は
英
語
を
も
 

で
放
課
後
の
時
間
は
た
り
ぶ
り
あ
り
ま
じ
で
い
ま
ず
 

 
 

す
 。
 ぞ
 ㈹
 た
っ
 ぶ
り
あ
る
時
間
を
習
い
リ
ア
に
い
る
 も
う
一
人
の
私
㈹
こ
と
を
た
い
で
す
。
 

宇
な
ど
に
究
や
す
人
が
多
い
で
す
。
長
袴
り
に
し
 た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
 

研
 
そ
し
て
今
度
 

い
放
探
 
後
を
伯
 効
 に
使
え
て
う
ら
や
よ
 修
ど
 私
た
れ
 

 
 

し
い
な
と
円
い
ま
し
た
 

 
 

本
当
 は
 
@
 
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
二
週
親
に
感
謝
し
 

力
し
、
 支
 え
 
 
 

  

ゴ スフオード市議会にて 

  

は
す
べ
て
が
英
詩
で
、
Ⅲ
 い
 の
で
さ
 

っ
ば
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
 、
 私
に
よ
 

…
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
英
語
が
 

わ
か
ら
な
く
て
も
嫌
な
 顔
 一
つ
せ
ず
、
 

わ
か
る
ま
で
何
度
も
説
明
し
て
く
れ
 

ま
し
た
。
は
ん
の
少
し
の
間
 だ
 Ⅰ
た
 

け
ど
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
ず
。
 

い
つ
か
ま
た
、
あ
の
場
所
に
行
ぎ
た
 

と
 思
い
 よ
ず
 。
 

  
っ !. ごで ・ シ迭く @. こ違ス違様 

石
田
愛
さ
ん
 

岡
 坦
夷
中
三
年
・
 
戸
切
 

私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 
ヘ
 行
っ
て
 

化
な
 オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
 n
 本
 と
の
 

い
を
実
感
し
ま
し
た
。
中
で
も
 オ
｜
 

ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
同
本
㈹
学
校
㈹
 

い
に
は
驚
き
ま
し
だ
。
Ⅱ
本
の
よ
う
 

決
ま
っ
た
ク
ラ
ス
、
と
い
う
し
㈹
が
な
 

，
口
分
の
受
け
た
 い
 授
業
を
自
分
で
 

び
ま
す
。
私
の
ホ
ス
ト
ス
 ナ
 

 
 

家
庭
科
・
理
科
・
商
業
な
ど
を
選
ん
 

い
ま
し
た
。
私
も
い
く
つ
か
の
授
業
 

参
加
し
ま
し
た
。
私
が
一
番
好
さ
だ
 

た
 授
業
は
、
大
地
Ⅱ
の
午
後
の
ス
ポ
ー
 

と
い
う
授
業
で
す
。
そ
の
時
間
は
全
 

生
徒
が
自
分
の
好
き
な
ス
ボ
ー
 
ツ
 を
 

こ に で   え せ   
金
谷
悠
子
さ
ん
 

岡
垣
中
 二
年
・
 
旭
東
 

最
初
、
辛
か
っ
た
の
は
、
学
校
で
 
ク
 

｜
 イ
 ー
 
-
 
ホ
ス
ト
ス
 ナ
ユ
 ー
デ
ン
 ト
 一
 

友
達
と
あ
ま
り
話
が
で
き
な
か
っ
た
 

と
で
す
。
何
か
話
し
た
 い
 け
ど
会
話
 

入
 っ
て
い
け
 む
ノ
、
 て
一
人
で
だ
ま
っ
 

い
る
ご
と
が
 多
 -
 
か
っ
た
の
で
さ
み
し
 

っ
 た
で
す
。
で
も
 最
め
 
佼
の
方
に
な
る
 

少
し
話
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
 

ま
し
た
。
 

㍉
・
二
週
間
、
長
く
外
国
人
と
い
た
 

か
 私
ま
で
外
国
人
に
な
っ
た
ト
ミ
 心
 

て
く
る
の
が
 不
 m
 心
諾
 で
す
。
時
々
 鏡
 

自
分
の
顔
を
見
る
と
一
わ
あ
黒
い
髪
 

黒
 P
 皿
だ
 @
 と
 、
 思
っ
て
し
ま
っ
た
 

と
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
ロ
ー
イ
ー
は
 、
 
棚がテ違 と ま 万思中い分 いだは 

手あ は っ予言い愛しま 柑う 居、 にをいで 、 ず言 ま ㈲なっ ら たえの 厄、 こ 

加
藤
暁
子
さ
ん
 

囲
垣
 中
 三
年
・
 
旭
東
 

二
週
刊
で
英
語
が
上
達
し
た
 A
-
 

ま
せ
ん
。
 
辞
苫
に
 頼
り
づ
き
り
 

の
で
し
だ
。
で
，
 u
 、
わ
か
ら
か
 

わ
か
ら
な
い
な
り
に
何
と
か
白
 

い
た
い
こ
と
は
、
言
え
た
と
忌
 

日
本
と
は
 全
，
 Ⅰ
 哩
う
 生
活
の
 

少
し
は
視
野
を
広
げ
ら
れ
た
と
 

ず
 。
自
分
と
速
う
生
活
や
考
 、
 
。
ん
 

て
い
て
も
、
そ
れ
を
あ
り
㈹
ま
 

け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
 

 
 

ま
し
た
。
そ
し
で
、
お
互
い
に
 

葉
を
話
し
で
い
で
も
、
自
分
が
 

に
伝
え
よ
う
一
と
い
う
気
持
ち
 

で
そ
の
努
力
を
す
れ
ば
、
必
ず
 

 
 

 
 

  リ     中ててま 家 しとそ い ラ ム て 

白
 実
川
麻
衣
さ
ん
 

同
項
車
中
三
年
・
面
高
場
 

私
に
と
っ
て
は
、
阿
も
か
も
が
初
め
 

で
し
だ
。
海
外
も
、
飛
行
機
も
 
、
ホ
｜
 

ス
デ
イ
も
。
初
め
て
す
る
こ
と
と
い
 

の
は
ヴ
 ク
ワ
ク
し
た
り
、
緊
張
し
た
 

し
て
複
雑
な
思
い
に
な
ろ
も
の
で
す
。
 

し
て
、
つ
い
に
ホ
ス
ト
プ
 ア
 ミ
リ
ー
 

の
 対
曲
。
写
真
で
見
た
と
お
り
、
 胆
 

そ
う
な
人
た
ち
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
 

族
 の
一
員
と
し
て
の
生
活
が
始
ま
り
 

し
た
。
毎
朝
、
 
6
 時
半
ご
ろ
に
起
き
 

、
弁
当
と
朝
ご
は
ん
を
作
っ
て
食
べ
 

学
校
に
行
き
ま
し
た
。
学
校
は
午
前
 

は
 研
修
 生
で
 英
語
の
授
業
を
受
け
て
、
 

後
か
ら
は
 リ
ザ
ロ
 
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
 

授
業
を
受
け
ま
し
た
。
音
通
の
授
業
。
 

に
 @
n
 
い
 換
え
で
く
れ
た
り
し
て
く
れ
ま
 

し
た
。
ま
た
何
か
と
気
に
か
け
て
く
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
 ㈹
ボ
ー
ム
ス
デ
イ
は
僕
に
と
っ
て
ぬ
 目
 
一
 

車
な
体
験
で
し
た
。
で
も
自
分
が
普
段
か
 

ら
 汁
惹
 深
く
 m
 心
慮
 深
ノ
 た
臼
 勒
 し
て
い
れ
 

ば
さ
ら
に
多
く
の
 
-
@
 
ど
を
 羊
 べ
た
と
 思
 い
 

ま
ず
。
も
し
も
う
一
度
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
 

の
な
ら
自
分
な
り
の
目
的
を
持
Ⅰ
で
 
オ
｜
 

ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
た
い
 
レ
 正
心
い
ま
ず
。
 

  
か し と んに ア を と   そ う フ " l  フ通 

らがいな行 ァホ感 いれ とホこ用 w 
なけ う と っ 3 l じ う と居、 i れす白 
いて こ て て リ ム た言   ，，，ソ、 がる 分 末 

士 
語 でで 友 じ と 
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われ 。 的こ ご   
同 一 

かた 気でと し 

や " に 切 " 学ス 
りノ           
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リ
ヴ
 ロ
ー
ハ
イ
ス
ワ
ー
ル
オ
ー
ス
 ト
ラ
リ
ア
で
の
 

オ
ー
 ス
ト
ラ
リ
 ア
 研
修
人
の
心
と
 

二
週
間
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

を
 終
え
て
 

体
験
記
 

  
  

ム 
ス   

ア イ 
の 
後 
で 

 
 

 
 

 
 

Ⅴ
 

 
 

  

  

  

  

  

Ⅰ
 

 
 



囲
垣
車
中
二
年
・
 
旭
南
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
午
前
中
が
 

団
員
全
員
で
の
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
で
し
 

た
 。
と
て
も
ハ
ー
ド
で
し
た
。
リ
テ
ィ
ー
 

 
 

 
 

す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
で
 

も
 先
生
の
お
か
げ
で
、
習
っ
た
英
語
は
 、
 

 
 

日
本
語
を
習
っ
て
お
ら
れ
る
 ス
 ：
 っ
で
 

，
 」
ん
に
ち
は
（
 

レ
 二
 @
@
 
わ
れ
た
と
き
は
 

-
,
 
廿
 @
%
 

Ⅰ
㍉
 

r
s
 

-
 
。
，
「
」
 
、
し
こ
 
Ⅰ
Ⅱ
 コ
、
 

と
 ロ
木
 帝
 が
話
せ
る
唯
一
㈹
時
間
で
し
 

 
 

止
ド
㈹
 ク
ニ
ソ
 
Ⅱ
 

-
 拝
キ
ナ
，
 @
 

Ⅰ
コ
ス
 
竹
 く
ず
三
叉
 
す
 ま
 

し
た
が
、
当
然
理
解
す
る
の
は
離
し
か
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

た
 方
々
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
ず
。
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
 

瀬
戸
隆
寛
く
ん
 

近、 
く 
  
つ 
た 

麗 。 ; や   " ボ 。 
。
㌔
 

臼
 
@
 
，
 。
 
l
 
1
 

し
 

Ⅰ
：
Ⅰ
 

Ⅰ
 
人
 

い
 程
の
た
 ノ
 
、
さ
ん
の
 

m
L
 
い
 出
を
作
る
ご
と
 

も
で
き
ま
し
た
。
今
、
 

払
は
虫
気
を
出
し
で
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    環 土耳Ⅰ ラ 出 ㈹ フ ： ィ の中 の万 穏 や 確信 ィ冊 に派 と       

学生 

                                              て !. こ   海 

孤峰 心 ため 車 地白 Ⅰ㈹ 居、 
し き   

， む かだ 、 業強身た 中段 い く か 一フ 
考 リ 

  
  

ま 単調教会画会 徒 はに 今     方の 八         
    

す業 。 がし長笛てあ 甲首のしでたもと ち ヒ，っ度 年 中学 な ビ   
多の 

生 j@ 

  
展げび 、 たた ヒ ん人 ポ   
拘 るにまだ   こ にで 変 l 

く 出 
ふ勉 

に と 教 た いと乗 す 咽ん 
継と育 、 たを時が札 ス / .,.. Ⅰ 学 
ぉ r,@. も 妾 お灯 @ 十 l ら 、 のデ 

  
さ に 1.1 世長し し日参 ィ 
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校長 て   
れ 、 会話さ 上ぃ 長い研   

ぶ   で 3 僅   "" 一 ，         
こ 牛方しを 、 会あ 修が き路 

と 皮衣 ては ご いる -C 。 十 六 , @ @." r@     ⅠⅠ 

    
-"  -   

O
 



ア
 

エ
 

フ
 

雄
臣
 の
 

福
で
 

Ⅰ
 

康
 

健
   Ⅰ """" 

宕
 
r
 ・
福
ネ
 

く
ウ
 
健
康
 

・Ⅰ 

士士 

ク ・ラリーを     

歩くことは． 圭巾 仝 げ 7     き ム 「 申 

動 の一 つ です。 
サンリーア 

まで、 クイズ・ 
しく歩いてみ 
と き 1Q 月 ・上り口 (m ノ ・ 寸 ・ T 文 Ⅰ 

時から 2 時まで 
受 付 囲垣サン リー アイ正面 

玄関前 ( 随時受付 ) 
対象者 年齢制限なし。 ただし 

小学生以、 ト 0 人は保護者同伴 

で。 申し込みは、 当日の先着 
順となります 

定 員 ． 50 人 
Ⅹ参加者全員に   俺坦目ぢ 在 し 上 

げます。 また、 クイズの正解 
者には、 抽選で素敵なプレゼ 

    ントがあ ります。 

td@ 1-, ・ 、 丁 ハ項合は中止します。 

く 骨組しよう 症 健診》 
健廉 ・福祉フェアで、 骨粗し 

ょう 症 健診を行います。 

骨は 、 私たちの体を 支える大 
切な組織。 この大切・な 骨の密度 
をレントゲンで 測り、 廿の状態 

をチ土ヅク します。 
と き K) 月 ㎎Ⅱ ( 円 ) 午 ，前 9 
時 30 分か 尹 ， 

ところ いこ @ 

対象者 40 樹 
定 員・ 150/ 

の場合は抽 ， 
でに受けた ， 

い ) 
申し込み 往イ 

つき 1 人 ) l 

牢 ぴ構 ・ 電， -,-" 市日 l 
用 はがきの i 
所 ‥氏名を記、 Ⅲ・ - % 冊軸 
策 謀 まで郵送 

受付時間な ビ 
送でお知らせ 

締切目 10 月 9     
  

  

王 """ 。 "" 。 " 士 。 。 "   

" " " " ュ "  圧パ Ⅱ 
し でください。 
を 10 月 15 日に郵 
します 0 

@ 」 ( 木 ) 必着 
  「 

健康対策課 へ l 

    

      軸 思慮 団 " スカブラ 座 " 
地域おこしの 一環として、 発足した岡地町民有志たちによる 廉 Ⅱ 出 

ドス カブ     ラ / 竺 ㍉ 力 fl け月 19 日の " まつり 同 上垣 " 生口、 岡 垣 サンリーア 

  ィ @l@ ー ル においで旗揚げ   公 ・演を行います。 

演目は、 併 読 ( 大勢で掛け合いながら 台本を読んで い く ) @, こ よ ろ   
朗読 劇 。 永遠 .;, 三里松原 - 。 これは、 岡垣町の象徴であ り町民の 

心 のふるさとであ ろ三里松原をテーマにしたものです。 

私たちの先祖が 守り育ててきた 三里松原が、 いつまでも白砂青松 
の 美しい松原であ :) 続けることへの   願いを込めて㈲ 上演です。 

プロに 指 輯を受け、 素人が特訓に 次ぐ特訓で作りあ げた手づくり 

のものです。 さ て そび ) 出来ばえは ?! 

  

蕊   

l0 月 l9 日 ( 日 ) 
午前Ⅱ 時 ㏄分から 

嬢 。 
  

岡垣 サンリーアイ・ 由ホ 一 

ル ( まつり囲垣会場 ) 

 
 

、     な 苗       

  
  

" 襄鰐 
'"" 一 " Ⅰ ヒ 「 ご ㌔ 

  
  

台本の読み合わせをする 団員の皆さん 

          
NHK ラジオ放送   

  
  台拙姥き牡 見 た ぼこ う / 
NH.IK ラジオ番組「ふるさと 自 Ⅱ 隻、 う た 自 Ⅱ 呈 』 

  
の公開録音が 豪華ゲストを 迎え、 岡垣 ザンリー 

ア イ で開かれます。 
その会場に抽選で 約 6 ㎝人をご招待します。 

あ なたも、 番組録音の様子を 見に来てみません 
れ 

か   

と 0  き 印用 Ⅵ 日 ( 金 ) 牛後 6 時から 1 放送同 
は、 12 月 27 円 U 土 ) 午後 9 時からを予定」 

ところ 岡垣 サンリーアイ・キホール ゲスト 堀内考・雄 子 堀内 孝雄 
出 演 岡垣町内男女 2 チーム 3 人 

司 会 水谷彰宏アナウンザー 
申し込み往復はがき                                       ・氏を‥電話番       " 困 甘       l 

  号を明記 

[ 注 意 ] 往復はがき 1 枚で 1 名の申し込み 
( 連名は不可 ) 。 返信面にも、 住所と氏名を 明 " 記 

く 宛て 先 》〒 803 北九州市小倉北 E 大門 1-6-   26 、 

NHK く 北九州放送局 ". ふるさと自慢、 うた自 
慢コ供 へ 

募集期間 10 月 1 日 ( 水 ) から 15 口 ( 水 ) まで 
問い合わせ NHK く 北九州放送局 B5g1-5W02 へ 小柳ルミ子 

  弓 。   
  / 

  

  



一 遠賀郡四ガ 印 合同消防総合訓練 一   
㌦ 月 ㎝ 口 、 遠賀郡 凹 か河合同消防 
総合訓練が水 巻 m Ⅰ 吉 Hn の ぽた 山で 

行われまし， た 。 こ / しは 君 @@ 円円 か f Ⅰが 

結んで かる 消防相互応接協定に 基 

@ ブき行，っ， n- たものです。 
  

訓練は、 台風接近に伴い、 無風雨 
腎報 がだされる中、 水巻町㈲住宅密 

穏 地から出火という 想定で行われま 

した。 遠賀郡消防署と 水巻町消防団 

の懸命な消火活動にもかかわらず、 

火災は強風におおられ 広がっで @ 暗 

ます。 " 水巻町 か 。 応接協定 @ こ 基づき 

各町に応授を 要諦いたします 北の 

無線連絡で岡垣町消防団も 出動。 

  

各町が次 セと 火災現場 : こ到右 し、 放   
水を始めると 火の酔いはよ う へ へ 坊ま 

。 ) ました。 各町消防団が 協力して行った 消火作業により 火災は数分て 

した。 
訓練に参加した 消防団 崇 たちは指揮者のもとで 統制のとれた 索早 

7
-
 
一
 

 
 
 
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
     一 " 一一 

  鎮 太し、 無事に訓練は 終・「しま 

い動きで頼もしいかぎりでした。 

） 

    
一四つの合唱団いっしよにコンサート 一 

                                                          を 拠点に七戸吉旦 可 りするⅠ つの             
唱 団の合同コンサートが                                                             
ア イ で開かれまし た 。   おト 廿も r, ⅠⅠ 桧 Q ムも八九れ バ のハハハ 自 f 
は 、 主催の 4 団体 (ACC" ゑ " 声 " コーラス、 ( 北九 

州市 ) 、 女声コーラ八四市、 女声合唱コール l 、 

パ ー 、 混声合唱オクト 一 バ 一 ) に加え、 門助 出 

演のサンリーア イ 女声 コ --   ラスも出演し、 総勢 
1 四人以上 " のぼりました。 

それぞれ㈲ 合岨団は 、 今まで 0) 練習の成果を 
存分に発揮し、 英し い ハーモニー   が ホール ぃ @ フ 

ぱ い に % き渡りました。 

そして最後は 全出演者に上り 山の影絵をバッ 

クに合唱組曲「山に 祈ろ」が 披蹄 され、 。 の迫 
力いっぱいの 歌声に客儲からの 柏手がいつ圭で 

もなりやみまぜんでした。 
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一大人と子供のぬれあ い 『夏休み陶芸教室』 一 

里休みも残り 少なくなっ たぉ 同 9 引ソ、 夏休みの 困、 い 出づくしに 

と 、 中央公民館で 人人と子供の ，オ しあ い   夏休み目 芸 教室                   
毎年明かれでいろこの 陶芸我空、 今年 は 若潮手紋の受講経験者 

を対象に昨年から 設 円さ オした " ゆう よ カレッジ " の陶芸コースの 

皆さんが 指叫 にあ たりました。 学んだごとを 生かしで、 今度は ヂ 

供 たちを教えでもらおうどいう 日的でした。 

こ ㈲ロ参加した 粉細 l3() 人は、 4 班に分かれ 指 @.y を   受けながら 

Ⅰ 月 Ⅱ回から。 s Ⅱ H, ロい @@9@. こ 粘土．で製作したコップなどに、 人人 

と・ 了 ・供が協力して 包ィ 、 J" け をわいました。 ゆう ま カレッジを担当し 

ている町教育委員会、 社会教育指狩目の 石田夫美恵さんは - ゆう 

ま ガレッジ受講者の 指 叫 による陶芸教室は 初めての試みでした。 

自分が学んだ ご どを今度は自分が 教えるということで、 社会に還 

元することでさると 思いまず。 まだ自分白身が - 生懸命になりそ 

れが生きがいに 迅じろ のでは。 と語っていました。 

ム の うま カレッ・ ジの 人たちから指導を 受ける子供たち 

一 ， 97 日韓親善ジュニアテコンド 大会・第 8 回全九州テコンド 選手権 大会一 
  

次期シドニー・オリンピックで、 正式種目採用が 決っている デ   

コンドの日韓親善ジュニア・テコンド 大会、 全九州 l デ コン円理 手 
権 大会が 8 同 3 日、 町民体育館で 開かれました。 大会 @ こは九州各 
地から 100   人以上の遊手のほか 抑 国からも関係者を 含め約 2 ㎝人の 

青少年たちが 参加しました。 
午前中は韓国選手による 演武が 披鱗 され、 組み技に よ る板割り 

など技が決まろ たび   @ こ 参観者は感嘆の 表情を ぅ かべていました。 

そして午後からは 全九州 デ コンド選手権 大会が開催され、 熱戦が 

繰り広げられました。 岡垣町関係の 入 螢 者は次のとおりです ( 敬 

称略 ) 。 

ラ 幼児全階級 一位三吉井純乎、 ";. 位 = 加藤大介、 二位 = 山本大 

貴、 野口剛志 び 小学 2 年全階級 一位二市有 昴典 、 二位三山本 

浩晃 ⑥小学 3 年重量級 二位 = 山本翔太、 三仙 二 中村 森大 、 野 

口大志 ④小学 3 年軽量級 三位三杯祐輔 Q 小学 4 年全階級 
三位 = 台本徹也 ⑨小学六年全階級 一位 = 兼光昭 者 、 二位 = 倉本 

鈴 ⑨高校・一般フィンフライ 級 一位 = 江口雅敏 ③高校・一般 
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一中間・ 遠 貸地区『少年の 船』 一 
  

缶 。           

  
元気で ネ   / l 人 l 匹 ずつの海がめの 放流 

岡 垣からの参加者たち ( 屋久島の紀元杉の 前にて ) 



  

  

"
 

翻
 

 
 

"
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ
 
兎
 
片
肌
 
輯
穏
弗
 

ん
曲
 

 
 ら

 
Ⅷ
・
カ
ビ
 

カ
ビ
 

（
Ⅱ
 

歳
 
）
 

 
 
・
 
0
 
の
・
・
Ⅱ
Ⅲ
Ⅰ
リ
ス
）
 

⑧
 ヨ
ョ
 
⑧
 
國
 

⑧
㊥
⑥
 

  
参加する人も 読め人もあ んな友だち。 

こ のコーナ一でひとつにぼって 楽しもう。 
「 ど くしゃの私書箱 」は、 そんな願い 在   込めた読者のぺ 一ゴ です。 
楽しガっ仁 ご と、 悲し ガっ たこと ガろ   

地区の活動まで、 また、 ィ ラスド・ 4 コ 
マき ん ガ ，俳句・ Jl@ などの作品もあ 待 

揚地域振興 諜 ・広報 '-   ど くしやの私書箱 」 

一内浦小枝 区と 吉木小板 区で 

夏 まつり・夕涼み 全一 % 応募 はガ きに は ‥「任所・氏名 ( 紙上 
匿名も可 ) . 年だ ・ 竜 詰番号」 在あ 忘れ 

                                                                                          同 23 日、 内 ・ ，       
や ヨーヨ一缶 勺 り " などひ 7. 同店がⅥ 亡 ぶり」 、   ち 旧 7 遠賀川 ぶ れあ い ウォーキング 

                            E 時を過こしました。 

また、 翌 24 口には古木小学校で               

区 育成会に よ る " 夕涼み 会 "                                               
・ファミリーコース : 水 巻立 屋救ヰ ゴール (4 

・ロングコース : 芦屋河口堰 ヰ ゴール (10 ト ln) 

    り 広げられた内浦 小 ・ 夏 まつり 
0 参加費 l 人 W00 円 

C 申込方法 Ⅲ同 6 口 ( 月 ) までにはがき @ こ住 
            氏名‥性別・ 午帝 ・電話番号・ 参加 コ一 
    を 証人の うえ 、 郵送 ( 団体の場合は 代表者 

がとりまとめて 申し込んでください ) 

㊥問い合わせ・ 申込先 @,97 連盟 Jll ふれあ い ウ 

オー キング実行委員会」① 809 中間市大宇 中 

問 5883-   1( 中間市中央公民館内 ) 呑桝 5-36 ㈹ へ 

出店のほか映画の 上 

映合も行なわれた 吉 
木山・夕涼み 会 

        
タ 朝 朝 Ⅲ 支 

  
全 竹 杖 亡   

青 蛍 坤 ひ 通   
大 林 立 母 お叶 イ六 @. @ 何 涼 顔 昔 杜   

ル領 出 時 し 夜         
イ " 中 lb イ " - 

  
鼓 の つ に 

  
に て 両 す の 

        
才 丁 "" 茉               湧 昼 五 が 座   

つ つ と     問 つ り の 川 @n Ⅱ nH Ⅱ 

迂 れ ぎ 人   雷 ど @1-  ， 座 主   
    帝 て づ - % 
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今月のさわや ガ さんほ 、 " ぜひ さわや ガ さん 

で取材して " という中学生でらいの 女の子ガ 5 
と思われる投書 ガ あ り、 さっそく取材にう ガが 
つた スーパー・ サ ン ワ 海老漢店でアルバイト 中 

の森山さんです。 
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  ( - カースティンのキウイの 木 ) 

  

Ⅰ学生生活ほどうですか ?   At@ a@ baseb6   l@ game,@ somewhere@ in@ Japan   
( 日本のどこかでの 野球の試合で・… づ 

学生生活は楽しくないけど、 しかたがな       
        こ   ちフ " ルパ " イト は 斬ヒし " よ 。 

  
」 l5>a     Uerek   wt,l]en d り y り u pla い Ⅰ u Ⅰ 「 etuur Ⅱ t[l ¥C ⅠⅠ   z.c,al@@lld?   
(.   ディリ ク 、 いつニユ - ・ズイランドに 仰 るつもり ? ) 

Ⅰ休みの日 は ? Derek:@ WC   l ． I 、 ll@ probably@ stay@ in@ Japan@ for@ ibe               
Ⅱ・ロコロしてし   veai   and thPn @l-.a Ⅴ lel fo ア荻 Ⅱ O Ⅰ h(? 亡 lcoU@@@ Ⅰ   before l" ビ t Ⅱ @" Ⅱ l ⅡⅡ     ( そう オュ 。 たぶん来年・ 圭で日本にいて、 それから 沖 る前に二年 げ Ⅱ ，，い 

  
Ⅰ趣味 は ?   旅行をするかな コ 

  」 ls;a     Ⅰ V( Ⅱ l,i t @t he 「ⅡⅠ 目 Ⅰ L 口 t ヒ ( う窯 t,)t 亡                             Ne¥v   Zealand     れ l   Ⅰ 亡 Ⅰ SO l Ⅱ し Ch Ⅰ ll Ⅲ ビ 0 ⅡⅠⅠ 

    @ んなにニュー・ズイランドから 離れて、 戻った ， ・ ブ イホ耳れ土見つけにくく 

Ⅰ性格 は ? 力ミ し @ ウ @ 

  

Dereek: A Ⅱ す Ⅱ e. @" 」 ul れ drually @ Ⅱ れ ⅡⅤ K@ 味 ll ド t@"a Ⅴ fpl                             自分で別に ㌧ @ も 士 じ ⅠⅩ は ハ と、 ⅠⅠ a ドミ a Ⅰに er は Ⅰ adU れ Ⅱ On. Ⅰ ヘ     e ca Ⅱ 託 Ou ド @0 Ⅱ     ". ⅢⅠ れ ct. い ur 

な nru Ⅰ ミ lDectiv ビ eI]]p@oyeI-s proba ち lly did a@l pC Ⅰ E     m Ⅱ @t@n Ⅰ S Ⅰ l Ⅴ fS   
( ちょっとはね。 だけ ビ 、 毛際に・ 河 ll のニュー・ズイランド 人が卒㌍して 

Ⅰ一番充実している 時ほ ?   から長い旅ィ J ，をナろよ 。 これは「 OR 」と呼ぶ。 実際は特派の 配い 主も 
「 OK 」をしだことがあ ろ 力 、 もしれないよ 

バイトをおえた 後のたばこの 一服。 Ⅰ isa     Su it'《 a posi   ive expe Ⅰ     ence in a career Sel Ⅰ ド le   aS 

Ⅰ今、 一番やつてみたいことほ 申 
we@l a3 pe Ⅰ sson ユ Ⅱ コ     Ⅰ 

  ( じ やあ 、 キャリアのためでも、 fl6@ 的にも 棋極 的な経験になろというこ 
海外に行ってみで、 同世代の人たらといろい と ? ) し 考え万が た，ひ 7 矢 U りた De 「 eek     Yeah   [ha[. ョ ri Ⅱ lht   H n Ⅰ luc ト モ玉       I can expePence 

O に hcll   cul んセ l Ⅰ c.s ali て l rno Ⅰ l Ⅰ al.l ⅠⅠ I Ⅰ l 時   C れ 「 e0 Ⅰ P ひ lt Ⅱ   in ⅠⅡⅠⅠ     

Ⅰ将来の目標 は ? 1.can 甘け ha@ Ⅰ CCl? @l l ⅠⅤ ⅠⅡ aVe@lln,K   
  ( はい、 その通り。 述がいいだろう ? 旅行をすることで、 他の文化を体   

とりあ えず 卒茉で                                                                                                     験 出来て、 同時に キヤ リアの妨げにならないし、 キャリアの程度や 而 

で倒 きた                 めろ 目 

  @0 三 " stands 十 or Oversseas 三 xDerilence. The mos も popular 

Ⅰあ なたにとって 岡垣町とほ ?   ini   i   l@ destnatons@ for@ Kiw@@   on@ thei   "0 日     are Sydney 

and@ London ． Wi   h@ Engi   h@ bong@ the@ spoken@ l   nguage@ i   
ぽ くにとりで捨でられない 町でずれ     ら oth o 十七 he5e coUntrie5 the 屯 ran5l も lon from New Zealand 

  士 o the 十 orelgn coUntry ls rela 士 lvely ea5y   
Ⅰ最後に自己 P 円を 

「 0 三 」 というのは海外の 体験の省略語です。 「 0 三 」 に行って 
ス、 一 バー・サンク 海老 津 店でアルバⅠ卜して いるニュー・ズイランド 人の人気があ る仮初の目的地はシドニー 

と ロンドンです。 この二つの国の 言葉は英語ですから 二ュ一   
います。 店で 臣 かけだら、 気軽に何でもⅢいで ズ イランドから 外国への移り 変わりが比較的に 憤れやすいです。 

方人『     
  り ぞよろしく。     

丘 4 手 6  目 ぞ ・ 我 勒毒       南億 

ら 地つ 涙が ば れ 寺崎 和楽 
      丁 中ハ @ @ ・   

佗 球 む し 征 和ち   合ら         の 

奏 L 
  

ふ       め れ ど さ ぢろ 百   か ろ 何は                             
      か 宇 に 彼 ふ前 : ， 南一 一 -             簗       森   

喫回 「の 色体 育         ユ，二   つ 

::  今 信隣 の 般 又 ・ 二 : ・ - 昏 

ろ 来 り 字キ読け 

子 も 素 ナ )  稚 る 
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く 材料 4 人分 ノ 

    もめん 甘腐                                                 l6() クラ ヱ 、 

  山上杉 ナ                                                                                         グ ス ギ /- ー     ・ ば i ク /     ラヱ、   ・」 (y クラム、 

  、 ・ モ                                                                               ・ⅡⅩさじ l 

      主上、 こ，よご                                                                                               ・㏄ クラ @ ム、 

        上 Ⅲ                                                                           
く 作り方 ノ 

0  ボールに b めん豆腐と白玉粉を ソ Ⅰ メ し 

て混ぜ 更にス キ ムミルク と 団チ の ・ お ;i 

を混ぜ、 粒がなくなった ， Ⅰ、 R 等分ず 

  
，   3 n 

0  カボチャ㈲ 皮ど 柿をとり、 蒸すか 、 

l 分 レンジにかけて 捜 ごしして 0 ㈲Ⅰ 

つに ・混ぜてい側の 団子にして姉でる。 

0  もう T@ ソ ・ 1 @ ト・ネ 七 - ロ ヘイヤ を入れた団子 ケ ー 団 ぃ 子 にし、 そ 

                                                                                  ざろ にとる。 

0  きな粉と砂糖、 塩を上 せ 0 、 0 の 団 

lt にまぶして皿に 盛る。 二 Ⅰ 一 " 一一 一 @""" " 二世 ・ 雙 拙 "     
  ",. 』     セ W Ⅱ 弗 " 、 グ ， " サメ ッ       

0  餅 米とう ちケ， 米を混ぜ ぞ扮 L し ・ た団 

¥. ぴ ) 粉で 作 ろ団子は 、 皆からよく作ら 

れまじたが、 その中に、 豆腐 り ス キ ム 

ミルクを入れ・ることで 栄養的にカルシ 

ウムやビタミン A がアップされます。 

Q  こ ㈹団子をみそ 汁の実としで 入れる 

と 、 素朴でおいしい 団子 河 ・が出来、 代 

用食にもな り ます。 
米 仲秋㈹ お月臣 にいかがでずか。 

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 

目 ん @ ヒ -. ・ O O 
出 こ 負の者にき病に 
増 の 以出 場人応㈹気な 
ヮ ) 改 ⅡⅠ会供 じ 薬や っ     来 チび ) 

ジ " ら ょ 良かろ 険行 なな 投 
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与一 

水 めろで きしの " く な保哺度速 " ぼ 高角、 ｜ / 戸 折 者 小 レ一 

つ鯨 。 
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    ；、 泊 ， な、 づ   き 

田 " 
㌍ 弗戸 の六まあ り，の しる ぼ   

●お電話は、 よく確かめておかけください。 

"TRlCKoRTREAT!"   下取 。 取 ず け   持木 り 

" す """"." 田   
煤け 、 替月替 ぱり 。 しえ旭替フ尺 まに 指 え道 

取水 
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替メ 

Ⅰ ぅ こう / 
ス l 

まタ 

という不思議な 子供の祭りを 行 い ま - ㌻。 今ィ   与同   ヲ l     
  

を               は活対ン 講話 内 と - 時と ぜ 支輪     - - , 7 白                                                   をした 伝統的な八ロウィンのおかしを 食べ ろ など 象 ボ 白 市 一円 容   古干 たり、 盛り土・がって 実地的な ハ 助に興 が 一 をし ・」 現在 グ ーカル フライ 分のみ、 社会人 正典 児 - Ⅱ - 円 l Ⅰ ｜ U S ｜ してく いまず ながら い 水 "  ."" 

毛 Ⅱ @     ラ ホン   @ 引     荏     どんな仮装を し て 来 ツっ カ % 行 え く さ 

    
ところ 中央公民館 し 
定 員 66t 吠 Ⅱ 、 ギ 、 4 梓生．から中学 3 年生まで ) レ 五円 た 

30 分まで   

手 と き 4 目     
必要なもの 仮装、       
プーン 

申し込み・問い 合わ 

せ 托け 17 口                   

までに電話で 地域 振 
興課へ ( 定員になり 戸 円 代 な 千． ㈲友二十 、 ば 一   ) け 帯 紹 刑 ｜ ， め 切 り ま ず       

  

Ⅱ ， F 五宗                                                                                     。     メ ト，ヰもヅ、 ;                       
へ         バドミントン 

クラブ 

  岡 申し込伏竹 外史 定員 ョ 3 一 「 n]  古代申込 受 後 古墳、 行程 館長 講師 参加 廿 集合 ， 1 ・ % １ と ， @ / / 、 、 跡に 

対 象 小学 1 年 生以上の男友 

練習場所 内浦小学柱体育 ぉ ・ 自 

練習日 毎週 水 ・ 土畔日 

練習時間 水 咄日二 午後 6                   
分から 9 時㎝ 分 までム土曜日 = 
                                                  ら   @@ 刮 @ ト まで   
申し込み・問い 合わせ 

森帆通 芝君 2 8 2   6 H 2 7 

  光永純 -   寸 2 s 2   ， T 4 4 

                  一、 w 一 - 一 S0 



  
ク 町民武道館 呑 ， 282  Ⅱ 111 ク 中央公民 
クい こ ; 、 0 室・社会福祉協議会 宕 283 一 2940 ク 東部公民 
ク 囲垣サソリーアⅠ 宕 282 一 1515 ク 西部 公民 
ク シルバ一人材センター 呑 282 一 4688 ク 在宅プト 護 支援セン 

お 気軽にどうぞ 

  身近な行政相談   
よりよい行政をめざして 行われる総務庁の @ よ ・ 女 十日誌 - 一国の行政機 

関に対する苦情や 憩   見 ・要望などを 同氏から受け 付け、 行政の運営 l. こ 反 

映させています。 

Ⅲ同 12 日から 1S 日 までの - 週間は「行政 栢談 週間，です。 

ごの週間の行 苧 として行政相談 邑 による巡回行政相談所を 開設します。 

普段の生活の 中で感じていることについて、 この 機 圭を利用して 相談し 

でみではいかがでしょうか。 

相談に間しての 秘密は守られ 料金は宜 料 です。 

行政相談員の - 巡回行政相談所． ; ( 時間ほいずれも 午後「 時 30 分 -4 時 ) 

                  戸 切角谷公民 皓 ;.; 定例行政相談 

      戸切 百台野公民館 持 毎月第二・第四金曜日 3M 分から 4 時まで - いこいの ( 「 ) 午後Ⅰ - 里   
ヒ細公民館 

で 行っています。   C@ 行政相談員 

山 ⅢⅢ ，ド 公民館 氏名， 池田 形雄 ( 高倉 ) 
いこいの出 む 2 8 .2 一 1 2 0 1 

面 ll Ⅲ公民館         
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 風
 フ
エ
ス
タ
（
湯
川
山
中
腹
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 Ⅱ
 
@
 ㏄
 ち
 
①
玉
名
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史
跡
見
学
会
一
」
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 囲
垣
 宙
 @
 
部
 支
所
集
合
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，
 
㏄
 @
 
0
 

軟
式
野
球
秋
季
大
会
「
１
日
目
」
（
総
合
 
グ
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フ
ウ
ン
ド
・
 
@
 れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
 広
堤
 -
 
）
 7
@
 ㏄
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お
は
な
し
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（
囲
垣
サ
ン
 
リ
ー
 ア
イ
回
雪
 館
 ）
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0
 
母
子
手
帳
交
付
（
役
場
健
康
対
策
課
 
一
 9
-
 叩
 Ⅰ
 9
-
 初
 受
付
 

 
 

 
 

瓶
老
ニ
 ・
上
船
・
新
富
 

音
圧
・
 
萬
仮
 

互
老
崖
 ・
新
 輻
 老
漢
・
東
海
老
 津
 

白
山
田
・
 
耳
原
 ・
東
山
田
・
苗
山
田
 

 
 ニ

 
・
内
用
・
折
松
戸
・
手
打
・
吉
木
・
 キ
卑
 m
.
 
四
 %
 

-
 
一
 
」
 八
 

山
 ・
高
官
・
土
商
 
自
 

し
甲
山
 ・
元
松
原
吉
木
・
四
月
山
 

斤
卜
 
・
 坤
ア
丘
 ・
 軒
 周
一
・
一
一
 

一
一
工
 

ロ
 団
地
 

，
 
・
 ニ
 
・
新
吾
君
津
・
野
間
三
（
 墓
ユ
 

巳
ザ
 ：
 

Ⅱ
 下
 
・
上
司
 自
 ・
吉
木
・
野
間
四
 

 
 

ャ
 
・
 卦
 Ⅱ
 口
 

厘
毛
 廣
 

        モモ 戸     
八 T @ 口           ハ切 4   7jl @,- 二 カ - 二 l 

序 Ⅰ 憶臼                     
吉本 p 切 一     自垂 
百 （ 戸 ・ 山 
白 倉 切 西面 
野 元 ）   

    
  

  原 円 コ 目 Ⅰ @" 

    l 。 二     
    

  耳元 芹 演目 東高 
  圧呪   注 2  % 桿 
  甲所 国 原   

吸収 田原・ 野 宇   
  

二円 
吾浦   
  

    
り り ・ 海 

  丙吉原 新宅 
松津   野 西 野間 蕪木主   鉄 工             浦 手 目 

    東 松 夫 完   
原 巣 肘原 

        
  手首月 月   京 月月 冊 t 。 :.. ，   
ロ木   2  2 

新口口   
梱 汲汲 
原 攻取     りり   

松り   
檬     
高   原 

の
 

Ⅱ
月
の
し
尿
収
集
日
程
 表
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ど
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達
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制
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役
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-
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 Ⅰ
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㏄
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康
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（
い
こ
い
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里
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㌍
木
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 Ⅱ
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１
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㎝
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献
血
一
中
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公
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鐸
 9
 

-
 
束
 郭
公
民
館
 

@
 
 

１
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0
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１
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3
0
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0
 い
ち
ご
 
塾
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文
化
講
演
会
「
若
林
正
人
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（
 

岡
垣
 
サ
ン
リ
 
｜
 ア
イ
 
-
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一
 
㎝
㌧
宴
会
員
 
券
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こ
い
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-
 
ふ
れ
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イ
ベ
ン
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A
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金
友
の
会
演
芸
部
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い
こ
い
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里
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Ⅰ
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@
 
時
茶
屋
 
集
芭
 <
q
>
@
 

㏄
 @
 
0
 
お
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サ
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リ
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涛 10 月の納期 
Ⅰ 町 県民税                                                                   3 期分 
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大型可燃 さ み 収集日程 

北 各種相談 
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Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 

ひ
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)
 

・
 

サ
十
 

ご
相
 
柏
市
電
 

ぬ
政
律
 
米
吉
 

 
 

国
保
町
口
 

公
行
法
 

教
 

⑪
 
@
[
@
 

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 

Ⅰ
 

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 

出
す
こ
と
が
で
き
る
ご
み
 

布
団
・
毛
布
・
カ
ー
ヘ
ッ
ト
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
 

且
 
，
こ
た
つ
・
 侯
 

障
子
・
テ
ー
フ
ル
・
水
屋
 

・
学
習
 机
 ・
タ
ン
ス
・
椅
子
・
本
州
・
す
だ
れ
・
 

禧
 製
品
・
 竹
 

角
材
 板
 
・
 タ
 キ
ロ
ン
・
 ボ
リ
 

ハ
ケ
ツ
 
・
収
納
 箱
 
・
大
型
ハ
ッ
 グ
 な
ど
 

布
団
は
普
通
㏄
 
紐
て
 結
ん
で
出
し
ま
し
ょ
う
 

長
い
も
の
は
 
2
 メ
ー
ト
ル
以
内
に
切
っ
て
出
し
ま
し
ょ
っ
 

@
 こ
 み
は
朝
 8
 時
ま
て
に
出
し
ま
し
ょ
っ
 

家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は
排
煙
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

大
型
不
燃
ご
み
の
収
集
は
Ⅱ
月
で
す
 

  

  

( 加用 ) 

  原 2 （ 木 ） ｜ ・・。 百山田・東山田・ 蕪ケ丘     
3( 金 )   海老 津 ・づくし 会 ・ 上畑 ・新海老 澤 

4 ( 玉 ) 上海老 津 ，戸前・三切百合釘，戸前日 谷 

9( 木 ) 酉 黒山・ 東 黒山・ 抑塚 ・ 上 高台・高倉 
  

山田・山田 峠 団地， 

Ⅱ ( 土 )  宇野・ 斬 松原・三吉団地・ 三吉・塚原 
    

le( 木 @  揚州・渡洋・ 原 ・内浦・元松原 

l7( 金 )  車 松原・百合 ケ丘 ・東海老 津 ， 高拐 

l8( 土   ) 野間 @ 一 ・ ニ ・三・四 ) . 西山田・ 旭東 

，旭市 

20( 月 )  高尾， 旭西 ・ 旭中 ， 松ケ台 ・公国通り 
  

25( 土 ) 吉木・高塚 

  29( 水 ) 東商 陽 ・鍋田・面高 陽 ，面高 腸 

）
 

%
 大
型
ゴ
ミ
は
偶
数
月
が
「
可
燃
」
ご
み
、
奇
数
月
が
「
 
不
 燃
 」
ご
み
で
す
。
 



      

 
 甘

 
俺
 人口             29,9l4 人 (+  30 

。 のう f,l ポ 人は覚同人 

女 性………‥ 15,7 打火 ( ヰ J ③ 

男 ， 吐                           
世帯数               ， 987 世帯 (+  l8) 

そのうち 76 世帯は外国人世帯 

( ) 内は前同 と ㈹ 比れ 
出生 … 1, ノ Ⅰ 死亡 … l1 人 

伝 人 … l,, ノ Ⅰ 転出 … 10% Ⅰ 

ま ち の広さ                                   
  

4 打の文辞 拮依扶洩 は田 
  

 
 月

月
 

@
 

l
7
 

 
 

月
 

 
 

Ⅱ
・
 事故件数 ( 件 ) 

死亡者数 ( 八 ) 

重傷者数 ( 人 ) 

l 軽傷者数 ( 八 ) 

7@ B1@ 12@ 75 

1 4 l 3 

1 9 % 5 

5 7 Ⅰ 且 6J 

  救急・                                         

6 s 人 

0 イ牛 

nw 臆 

  
血
の
巻
を
読
み
な
が
ら
・
た
ど
た
ど
し
い
英
語
で
、
 

話
し
て
い
 
古
 ま
す
。
挿
の
方
で
は
（
 甘
っ
、
抽
じ
 

よ
る
ご
と
 
あ
石
ゾ
 」
 な
ビ
と
佳
 
い
な
が
ら
，
 
-
 っ
ち
 

を
 見
て
い
ま
す
。
外
野
に
あ
 甘
 ら
れ
、
だ
ん
だ
ん
 

と
 %
 
張
 が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。
で
も
何
と
か
、
 

蛙
億
 ま
で
。
読
み
上
げ
，
、
小
恩
 註
と
 通
じ
た
よ
 

ぅ
 で
し
た
。
あ
ん
な
英
語
で
も
通
じ
る
ん
だ
と
、
 

ほ
ん
の
坐
し
自
信
が
Ⅰ
 
い
 た
出
先
手
で
し
た
。
 

十
月
の
特
集
の
中
半
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
ー
 

ム
ス
テ
イ
。
早
い
う
ち
和
ら
実
地
の
英
語
を
学
ぶ
 

こ
と
は
大
空
よ
い
 
-
-
 
と
だ
と
つ
く
づ
 
4
%
 

じ
る
 十
 

日
 こ
の
ご
ろ
で
す
。
何
よ
り
も
英
語
で
話
し
か
け
 

て
も
た
じ
ろ
が
な
い
 
国
柑
 的
な
悪
貨
を
身
に
っ
 
け
 

る
、
 -
 ヒ
 、
そ
れ
，
 
-
 そ
が
国
保
立
坑
・
 
押
冊
 の
や
 点
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

ム
 
y
 月
の
一
句
 

国
保
止
ま
ず
は
英
語
で
 

ヱ
 、
 坤
 気
骨
 

-
 神
谷
 -
 

" 塞 
に
 ：
 し
 

 
 
琳口 

が， 

し $ ， Ⅰ ， Ⅰ 円｜ ） 一 民 +, 

 
 

ア
 

  
  校 二円 たで   

    l- ， ソ 『Ⅰ 

の 一心め 力 「 く府 

ト 人 七 四一 一年㈹ 十二人 して - 下等 現 - 
，ビ @ 開 / ｜ コし 小若 
圧 重 松， 宮                   
所 

の 仮が 明浦 山岡 
白川Ⅵ 天と 教場 ノ ヘ 一二，Ⅱー 力 

そを円丘 !. こ 

こ設浦                     
に 置の午飯   こ 寸地 

続い が思い人の文 俺 内浦 と合併 で 隣接し 小所 浦 （明治 殿で一 新築し   波 八の一 往 四字たて 
を を目 た     年 
すて 昌己     

      
容ヲ @ 光 っ 騎 若だス戦 ク明な 「 抄 あ にご 家遊級 「 は 
考 生 た馬宮 Ⅰにで 冊治ぃ 四明 浜 Ⅰ行かで び二 ・ た 「 明 

史 だ 。 の神 た響 、 隊 三の年 冶 でたき しのは 十 。 弘治 
  

日 Ⅱ 
内問 
浦項 
ノ Jh  廿丁 

芋 : 史   
百                             、 才 。 ヒ 

  
史   
  寺   

最低賃金が変わりますⅠ 

、 トどとンだメ の ゐ Ⅰ 
  の 最低貸金が改正されます。 全ての労働者に 適用きれる福岡県 

    


